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１ 

ま え が き 
 

立 川 市 ス ポ ー ツ 

推 進 委 員 協 議 会 

会 長  松原 幸子 

 

はじめに、この協議会は平成 28 年 4 月に立川市より委嘱され、各地域より２名選出の合計 24

名によるスポーツ推進委員で構成されています。 

 

24名のメンバーが揃い、かつ前期から変わらないメンバーが慣れ無事１期２年を終了できまし

たこと、各種団体、行政、スポーツ推進委員の皆様のご協力の賜物と心より感謝申し上げます。 

 

 この期での取り組みですが、ニュースポーツとしてソフトバレーを 15 年 (大会としては 12

年) 開催してまいりましたが、次年度に向け新たなスポーツへの移行に取り組んでいます。  

また、あるけあるけ運動においては好評ですが、２回から１回に減り、参加者も年々高齢化で

人数も減ってきています。 来年度に向け改善できるような対策が必要かと思われます。  

次に、体力年齢測定会は、若い世代の参加者は少ないですが、講師のアドバイスが好評で全体

的に参加者が増えてきています。 

障がい者対象のスポーツとして、ボッチャ体験会を開催して4年になります。 まだ、大会を行

うまでにはなりませんが、参加者は増えています。 

30年以上前から続いているなわとびチャンピオン大会においては、子供から大人まで多数の参

加があり１回旋跳び、２回旋跳び、大繩跳びと盛大に行われています。 

まだまだ課題もたくさんあり、スポーツ推進委員の今後の役割も重要性を増しています。 

 

この実践報告書は、2年間の活動記録をまとめたものとなります。 

是非ご一読いただき、活動へのご理解をいただければ幸いです。 

最後にこの活動に対し、ご支援、ご協力をいただいた皆様に御礼申し上げます。 



２ 

あ い さ つ 

 

 

立 川 市 産 業 文 化 ス ポ ー ツ 部 

スポーツ振興課長 久保 義彦 

 

スポーツ推進委員協議会委員の皆さんにおかれましては、日頃より本市のスポーツ行政に深い

ご理解とご協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。 

さて、先の平昌オリンピックでは、日本選手団が金メダル4個、銀メダル5個、銅メダル4個

と過去最多13個のメダルを量産、パラリンピックでも日本選手団は金メダル3個、銀メダル4個、

銅メダル3個と10個のメダルを獲得し日本中に夢と感動を与えてくれました。 

このことは、これまでの競技スポーツのほか、パラリンピックに代表される障害者スポーツへ

の関心を高め、さらにニュースポーツやウォーキング等「気軽に楽しめるスポーツ」につながる

など、2年後の東京2020オリンピック・パラリンピックに向け、今後のスポーツへの期待が、益々

高まりを見せることとなりました。 

このような中、スポーツ推進委員の皆さんにおかれましては、スポーツに関する指導・助言を

はじめ、地域の皆さんをつなぐコーディネータ役としても重要な役割を担って戴いています。特

に、「なわとびチャンピオン大会」「市民あるけあるけ運動」「ニュースポーツ大会」等の企画・運

営のほか、地区体育会などの地域の活動をとおして、市民の皆さんとの連携やスポーツを通じた

青少年の健全育成にご尽力をいただきました。 

平成30年３月を以てスポーツ推進委員の任期満了となりますが、今後とも、スポーツの普及啓

発における地域の推進役として、スポーツ本来の持つ楽しさや重要性を発信して戴くとともに、

「誰もが健康で楽しく活き活き暮らせるまちづくり」に向け、ご支援・ご協力賜りますようお願

い申し上げ、ご挨拶といたします。 



３ 

立川市スポーツ推進委員協議会組織図 
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４ 

立川市スポーツ推進委員協議会組織体制 
任期 平成28年４月１日～30年３月31日 

 

会 長   松原 幸子 

副会長   河内 正昭   遠藤 邦子 

会 計   井美 万里子 

監 査   鎌田 幸雄   俣本 哲哉 

 

＜第１委員会＞ 

委員長   藤原 宣幸 

副委員長  井伊 務 

委 員   大森 陽一  大野 仁士  井美 万里子  小林 克生 

  遠藤 邦子  中野 幸喜 

＜第２委員会＞ 

委員長   俣本 哲哉 

副委員長  金子 稔之 

委 員   川又 敏正  永見 訓  河内 正昭  山本 純子 

   荒木 薫   中村 利文 

＜第３委員会＞ 

委員長   鎌田 幸雄 

副委員長  大畑 勝俊 

委 員   田村 孝   山本 静花  平田 健治  津国 護 

  松原 幸子  遠藤 章夫 

 

○外郭団体関係 

東京都スポーツ推進委員協議会理事          金子 稔之 

東京都スポーツ推進委員協議会女性委員会委員     荒木 薫 

立川市スポーツ推進審議会委員            中村 利文 



５ 

立川市スポーツ推進委員協議会委員名簿 

 

＜対象任期＞ 平成28年４月１日～平成30年３月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 氏   名 選出地区 委員在任期間 担当委員会 

１ 井  伊   務 富士見町体育会 Ｈ２６～ 第１委員会 

２ 金 子 稔 之 富士見町体育会 Ｈ２６～ 第２委員会 

３ 田  村   孝 柴崎町体育会 Ｈ２６～ 第３委員会 

４ 大 森 陽 一 柴崎町体育会 Ｈ２８～ 第１委員会 

５ 大 畑 勝 俊 錦町体育会 Ｈ２６～ 第３委員会 

６ 川 又 敏 正 錦町体育会 Ｈ２６～ 第２委員会 

７ 鎌 田 幸 雄 羽衣町体育会 Ｈ１８～ 第３委員会 

８ 大 野 仁 士 羽衣町体育会 Ｈ２６～ 第１委員会 

９ 藤 原 宣 幸 曙町体育会 Ｈ１８～ 第１委員会 

10 永  見   訓 曙町体育会 Ｈ２０～ 第２委員会 

11 河 内 正 昭 高松町体育会 Ｈ２０～ 第２委員会 

12 井 美 万里子 高松町体育会 Ｈ２２～ 第１委員会 

13 山 本 純 子 砂川体育会 Ｈ２６～ 第２委員会 

14 山 本 静 花 砂川体育会 Ｈ２６～ 第３委員会 

15 小 林 克 生 栄町体育会 Ｈ２６～ 第１委員会 

16 平 田 健 治 栄町体育会 Ｈ２８～ 第３委員会 

17 津  国   護 若葉町体育会 Ｈ２６～ 第３委員会 

18 荒  木   薫 若葉町体育会 Ｈ２７～ 第２委員会 

19 遠 藤 邦 子 幸町体育会 Ｈ１８～ 第１委員会 

20 中 村 利 文 幸町体育会 Ｈ２６～ 第２委員会 

21 松 原 幸 子 柏町体育会 Ｈ１６～ 第３委員会 

22 中 野 幸 喜 柏町体育会 Ｈ２６～ 第１委員会 

23 遠 藤 章 夫 西砂川地区体育会 Ｈ２６～ 第３委員会 

24 俣 本 哲 也 西砂川地区体育会 Ｈ２４～ 第２委員会 

 



６ 

立川市スポーツ推進委員協議会会則 
 

（名 称） 

第１条 この会は立川市スポーツ推進委員協議会（以下「協議会」という。）と称し、事務所を立川市産業文化

スポーツ部スポーツ振興課に置く。 

 （構 成） 

第２条 この会は、立川市スポーツ推進委員（以下「委員」という。）を持って組織する。 

 （目 的） 

第３条 この会は、委員の職務を全うするため、委員相互の連絡並びに活動状況の交換を図り、併せて委員の資

質の向上を図ることを目的とする。 

 （事 業） 

第４条 この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行なう。 

       １ 委員の研修に関すること。 

       ２ スポーツの推進と相互援助に関すること。 

       ３ スポーツの推進に必要な調査研究に関すること。 

       ４ 委員相互の連絡及び親睦に関すること。 

       ５ その他目的達成のために必要な事業。 

 （役 員） 

第５条 この会に次の役員を置く。 

       会長 １人、副会長 若干名、会計 １人、 監査 ２人 

 （役員の任務） 

第６条 役員の任務は次のとおりとする。 

       １ 会長は、この会を代表し、会務を総理し、かつ、東京都スポーツ推進委員協議会の理事を務める。 

       ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、任務を代行する。 

       ３ 会計は、会計をつかさどる。 

       ４ 監査は、会計を監査する。 

 （専門委員会） 

第 7 条 この会に専門委員会（以下「委員会」という。）を置くことができる。委員会の名称、委員は協議会で

決める。 

       １ 委員会に委員長を置き、委員長は委員会を総理し、委員会を招集する。 

 （役員の選出） 

第８条 会長、副会長、会計、監査は協議会で選出し、任期は委員の任期とする。 

 （会 議） 

第９条 この会の第４条の事業を達成するために必要と認めるときは、会長が協議会および幹事会を招集する。 

 （経 費） 

第10条 この会の経費は、会費及びその他の収入をもって充てる。 

 （会計年度） 

第11条 この会の会計年度は、毎年４月１日から翌々年の３月３１日までとする。 

 （会則の変更） 

第12条 この会則は、委員会において出席者の３分の２以上の承認がなければ変更できない。 

 

    

細 則 

   第１条 会費は、３，０００円とする。 

   第２条 この会則の外に委員会規程、表彰規定及び慶弔規程を設けることができる。 

   第３条 幹事会は、役員及び委員会の委員長ならびに関係団体の派遣者をもって構成する。 

   第４条 この会に次の帳簿を備える。 

    １ 会則  ２ 委員名簿  ３  協議会会議録  ４ 会計帳簿  ５ その他必要な書類 

 



７ 

 

付 則 

・この会則は、昭和５２年９月５日から施行する。 

・この会則は、昭和６１年６月１日から施行する。 

・この会則は、平成２年６月１８日から施行する。    

・この会則は、平成８年８月８日から施行する。 

・この会則は、平成１７年４月１日から施行する。 

・この会則は、平成２４年４月１日から施行する。 

・この会則は、平成２７年４月１日から施行する。 



８ 

活動報告 
 

〔幹事会〕   
【委  員】   松原 幸子（会長）       河内 正昭（副会長） 

 遠藤 邦子（副会長）      藤原 宣幸（第１委員会委員長）  

俣本 哲哉（第２委員会委員長） 鎌田 幸雄（第３委員会委員長） 

井美 万里子（会計）      金子 稔之（都スポ協理事） 

         荒木 薫（都スポ協女性委員）   中村 利文（スポーツ推進審議会委員） 

 

１ 平成28年度障害者スポーツ研修会・ボッチャ体験会 
 

日 時：平成28年11月27日（日） 10時～12時30分 

場 所：立川市泉市民体育館 第1体育室 

目 的：障害者スポーツの振興を図る。 

    ボッチャ競技を通してスポーツにふれ、障害者

スポーツの楽しさを味わう。 

    障害者のスポーツ参加に対するスポーツ推進委

員のサポートの方法を学ぶ。 

対象者：障害者（家族を含む）・健常者・その他（障害及

び福祉関係者等） 

 

内 容：昨年に続き、障害者スポーツ研修会並びに体験会をボッチャを種目として開催致しました。 

開会式を行い、今年の指導員である富士見町在住の渡邊政男さんと渡邉健太さんを紹介、お二人とも障害

を持たれている方です。丁寧な競技説明の後に、お二人の素晴しい対決を直接見る事が出来ました。 

その後は、四つのコートに分かれて、各参加者によるボッチャの体験を実施、指導員のお二人も参加者の

方々と一緒にプレーされ、時にはアドバイスを送ってくれるなど、有意義なひと時を過ごせたかと思いま

す。 

我々委員も、普段の生活の中で障害のある方と接する機会が無く、また障害の種類も様々な為、どういう

サポートが必要なのか？また接し方等、まだまだ多くの事を学ばなければならないと感じました。 

今回も参加者の方がボッチャに触れ合う事でスポーツの楽しさを感じて頂く事と、より多くの方々にボッ

チャという競技を知って頂きたいと思います。 

 

報告者：藤原 宣幸
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2 平成29年度障害者スポーツ研修会・ボッチャ体験会 

 

日  時：平成29年11月26日（日）10時30分～13時（受付10時開始） 

場  所：立川市泉市民体育館 第１体育室 

目  的：障害者スポーツの普及 

ボッチャ競技を通し、障害者スポーツに対する意識、スポーツ推進委員のサポート方法を学ぶ。 

 

参加対象：立川市内の障害のある方、家族、関係団体、障害者スポーツに興味のある方 

参 加 者：手をつなぐ親の会（知的５名、保護者６名）、たつのこ（身体2名、ヘルパー、母2名）、立川こぶし作

業所（知的2名、施設職員1名）、CIL立川（身体1名）、すみれ会（知的4名、施設職員1名）、個人

申し込み（身体知的1名、保護者1名）、講師のヘルパー2名 

障害のある方15名、その他14名、合計29名、 

ボッチャ指導員（講師） 渡邊政男氏、 渡邉健太氏 

 

開 会 式    

10：30 

 挨拶：スポーツ振興課 久保課長  スポーツ推進委員 松原会長 

 参加者紹介：スポーツ振興課 石川係長 

 

 競技は各チームに分かれて、ボッチャを３コート使用し対抗戦で競技体験 

 試合の空いたチームは（風船バレー）、（輪投げ）に興じる形式にて行う方法 

 

 指導者２名の模範競技、ルール等の説明を受けてゲーム開始 

 

ボッチャ競技では初め少し硬くなって思う所に投じること（プレー）が出来ず苦戦していましたが、推

進委員、保護者、ヘルパーさんの声掛け、応援により場が和やかになり指導員顔負けの投球（プレー）

があり、各コートから大歓声が上がった。競技者の障害に対応してランプスを使用、両腕障害者の足で

の投球等が有り保護者、ヘルパーさん、同行職員の方も参加され競技は大変盛り上がりました。 

障害者の方も健常者の方もボッチャの楽しさ、難しさを楽しみながら学べたのではないでしょうか。 

競技の合間に風船バレー、輪投げをゲームとして競い合い風船を落とさず何回つけるか？輪投げの点数

は？和やかムードで時間を忘れて各競技に興じていました。 

最後にどの競技が良かったか（楽しかったか）に対しては、ボッチャ、風船バレーと声が上がり大変有

意義な時間であったと思います。 

最近は小学校等でも、障害者スポーツ（ボッチャ体験、車椅子体験）を盛んに取り入れている様です。 

スポーツ推進委員として今後、障害者スポーツのサポート方法を学ぶ上で今回のような一体になった楽

しい関わり方を活かして、勉強していく必要性を感じました。 

 

報告者：津国 護 
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〔第１委員会〕   
【委 員 長】   藤原 宣幸 （曙町体育会） 

【副委員長】   井伊 務  （富士見町体育会） 

【委  員】   大森 陽一  （柴崎町体育会）  大野 仁士 （羽衣町体育会） 

井美 万里子 （高松町体育会）  小林 克生 （栄町体育会） 

遠藤 邦子  （幸町体育会）   中野 幸喜 （柏町体育会） 

 

１ 平成28年度東京都スポーツ推進委員広域地区別 

（第８ブロック）実技研修会 
 

主 催：武蔵村山市スポーツ推進委員協議会 

日 時：平成28年６月25日（土） 13時15分～16時（開/閉講式含） 

場 所：武蔵村山市総合体育館 

立川市参加者：スポーツ推進委員 19名、行政３名、合計22名 

概 要：（実技講習）キンボール 

① 準備体操 

② 概要説明（競技内容、歴史、用具、ルール等） 

③ ボールの扱いに慣れる 

（・１人でボールを扱う、・チーム全員で扱う、 

・２人でボールを運ぶ、・チームでボール運び等を競う） 

～ 休憩 ～ 

④ ゲームを行う 

内容等：  

＜キンボール概要＞ 

・カナダ発祥のスポーツ 

・３チームで対戦する（通常の団体競技と異なり２チームでない） 

・ビーチボールのジャンボサイズを１つ使用する（大玉転がしの大きさでビニール製） 

・サーブ権を有する１チーム（ヒッター）が他の１チームを対戦相手(受け手)として宣言(指名) 

・同ヒッター(打ち手)がボールをヒットし、受け手が落とさずレシーブできればセーフ(得点なし) 

・レシーバー(受け手)チームがノーバウンドでレシーブできなかった際は他の２チームが得点 

・レシーバーが次のサーブ権を取得し、ヒット（チーム内のヒッターは順番に変わる） 

・ヒッターチームは一人がヒットし、そのヒッター以外がボールを持っておく 

・ヒッターは、ヒット直前に受け手を「オムニキン、○○○」と掛け声でチームカラーを指定 

（○○○は「ブラック」「グレー」等の英語カラー名） 

・ヒットする縦方向は水平以上に上げ、360°の方角は自由 

・ヒットはレシーバーが取りにくい方角に瞬時に打つのがコツ 

・レシーバーは自チームカラーが指定されたら素早くレシーブしやすい位置に適宜移動 

・ボールを扱うチームはコートから完全に出た状態でボールを扱ってはいけない 

 

＜ボールの扱いに慣れる＞ 

① 皆でトス（パス）し合う 

② ボール・リフティング（体の一部で受ける、余り高く上げると空調の風を受けて変化） 

③ 高くワン・バウンドさせて取る 

④ 足で高く蹴ってリフティングする 

⑤ 手を繋いで円になり協力してリフティング（手を離さず円自体を動かしながら） 
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⑥ 上記⑤をカウントしてチーム毎に対戦 

⑦ ３チーム（三角形）に分かれ、２人で時計回りに隣チームに運ぶ 

⑧ 上記⑦と同じ要領で最後まで運ばず、途中で投げてパス 

⑨ 上記⑦要領で、２人でなく１人で運ぶ。（両腕と頭の３点で支えるのもＯＫ） 

 

＜感想＞ 

なかなかハードなスポーツ。ボールを支えられる中学生以上くらいの年齢で健常者あれば誰でもできると思わ

れる。武蔵村山はいつもこの競技を続け、講習しているらしい。 

ゲーム自体は面白くワクワク感がある。 

ヒッティング時の対応の速さとチームワークがものをいう。また、３チーム間の駆け引きでターゲットにされ

るチームが決まりやすいので、序盤の減点に気を付ける事が生き残りのポイントになりそう。運が良ければヒ

ットもレシーブもせずに生き残る事もあり得る。 

ボールは直接指で扱うと突き指しやすいので注意。バレーボールのレシーブのようなイメージで腕で受けたり

衝撃を吸収するようにキャッチするのが良い。ヘディングもＯＫだが、ボールは結構固く重いので首を痛めな

いように注意が必要。 

 

報告者：井伊 務 

 

２ 平成28年度東京都スポーツ推進委員広域地区別 

（第８ブロック）研修会 

 

主 催：東京都 昭島市教育委員会 東京都スポーツ推進委員協議会 

主 管：昭島市スポーツ推進委員会 

日 時：平成28年９月17日（土） 

場 所：昭島市立武蔵野会館 

①講演会 テーマ：「中高年の健康寿命を延ばすためのスポーツの効果」 

講 師：柳谷 登志雄 氏（順天堂大学大学院スポーツ科学研究科 准教授） 

講演の要旨 

・50才を境に体力の指標は下がっていく。 

実施する時間や強度を上手にあてはめていく事で効果は出る。 

・運動するならクラブに行く・道具を揃える・着替えるという発想を捨てて、自宅で身の回りにあるものを

使ってトレーニングするという発想に切り替えよう。 

・歩き方を意識しよう。 

身体の使い方を変えて歩くだけで、エネルギーの消費は（若干）変わるかもしれない。 

歩いているときには体重の1.5～３倍くらいの力が足にかかっている。 

・体重を使って運動する。 

体力レベルが低い人や高齢の人は、まずは自分の体重（自重）を使ってトレーニングする。 

・反動動作を使ったトレーニング 

反動作動を伴う運動は加齢に伴い行わなくなってくる。しかし、日常生活で怪我をしやすいのは反動動作

を行ったときだったりする。反動はうまく使うと、動きを楽にすることもある。 

・運動や体を動かすのは、構えるのではなく、楽しく継続して行う事。 

②グループ討議 テーマ：「研修を受講して考えられるスポーツ振興」 

・各地域の現状 

60才以上を対象にした出前教室、体力年齢測定会、グランドゴルフ等、どの市も実施している。 

運動が好きな人だけが行っており、新しい人にどうやって広めていくかが、重要である。 

共通の認識として、実施する以上は継続する事も大切であるとともに、情報の収集や発信する事がスポー

ツ推進委員の役目である。 

 

報告者：藤原 宣幸 
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３ 平成28年度立川市・昭島市スポーツ推進委員実技交流会 
 

主 催：昭島市スポーツ推進委員会 

日 時：平成28年11月26日（土）午後（土）午後 1時から 

場 所：昭島市昭和公園自由広場 

参加者：立川市スポーツ推進委員15名、 立川市 職員３名 

昭島市スポーツ推進委員12名、昭島市 職員２名 

内 容：クッブ  

ニュースポーツクッブ。スウェーデン語で薪を意味し、使用

する道具は全て木製で地球で地球環境にも優しいスポーツ。 

ポカポカ陽気の中、昭和公園自由広場 芝生の上で、昭島体

操から始まりした 

競技ルール説明の後、スタート。 

8m x 5m のコートを挟んで先行 vs 後攻のチーム対抗で行う。 

中央にキングを置き、両チーム各 5個のクッブ (角材 )をベースライン上に並べる。 

先行チームは、自陣のベースライン後方から 6 本のカストピンナ (丸棒 )を 1 人１本ずつ投げ(リレーのバ

トンように持ち、必ず下手投げ)、相手コートのクッブ(角材 )を倒す。 

全部のクッブを倒したら中央のキングを倒す権利が得られ、先にキングを倒したチームが勝ちとなる。 

但し、相手チームに倒されたクッブ (角材 )は、攻撃毎に相手コートに投げ返し、先ずはそのクッブ (角材 )

を全て倒さないと、相手チームの元からあるクッブ (角材 )は倒せない 。 

相手のクッブ (角材 )が残っている時に投げたカストピンナ (丸棒 )または投げ入れたクッブ (角材 )でキ

ングを倒した場合、その時点で倒したチームの負けとなる。 

競技時間が経過した時点から後攻チームの最終攻撃により倒されたクッブ (角材 )を相手コートに投げ返し、

自陣コート内クッブ (角材 )の数が多いチームの勝ちとなる。 

ルーブックや解説を読んだだけでは、解りにくいところも

あましたが、実際模擬試合を含めた10～20分程度の実技と説

明で充分理解できます。 

木と木がぶつかる音が、耳に良い。 

誰かがクッブ (角材 )を倒したら、そのチーム全員でハイ

タッチ。忘れていると相手チームから 「ハイタッチ、ハイタ

ッチ」声がかかる。素晴らしく盛り上がるスポーツでした。 

 

日本クッブ協会があり、毎年11 月にジャパン・クッブ・オ

ープンが、立川市の国営昭和記念公園内で開催されているそ

うです。 

報 告 者：小林 克生 

 

４ 平成29年度立川市・昭島市スポーツ推進委員実技交流会 
   

日 時：平成29年６月10日（土）13時～15時 

場 所：立川市立第一小学校 体育館 

内 容：ボッチャ 

参加者：昭島市 17人 立川市21人 

1準備 

  何回かボッチャをやっているので手際よく準備ができてい

たと思います。ラインの色も体育館にある元の色と被らな

いように配慮をし、隣同士のコートとの間隔も適切に開け

て設営されていました。 

2開会式 

司会は藤原宣幸・立川市スポーツ推進委員。開会挨拶は久保義彦・立川市産業文化スポーツ部スポーツ振興課長、

松原幸子・立川市スポーツ推進委員会長、石川英次・昭島市スポーツ推進委員会長の三名による言葉から始まり
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ました。準備体操は大畑勝俊、立川市スポーツ推進委員が行い、ボッチャの運動で使われるであろう筋肉をほぐ

すように、体操を行われていました。 

次に井伊務、立川市スポーツ推進委員による協議説明で、昭島市、立川市の委員は一つのコートに集まりルール

と試合の組み合わせの説明を行いました。 

個人的な感想ですがこの時のマイクの音量が原因かわからないのですが、少し聞き取りにくいところが何か所か

ありました。 

3実技内容 

今回のボッチャは、前回に昭島市とボッチャを行った際に昭島市に負けたということで、昭島市と立川市の対決

形式でやることになりました。 

人数も大した差はなかったので、どのチームも全員が参加することが出来ていたと思います。 

審判もコート内の試合していないチームが行い、試合の流れや一人一人がボッチャをより深められるようにしま

した。そして時間が余ってしまったので、昭島市と立川市の選抜形式で試合を行いました。 

結果は、昭島市に惨敗となってしまいましたが、全員が一所懸命で楽しく行えていました。 

4閉会式 

  司会は中野幸喜・立川市スポーツ推進委員。講評・閉会の辞は河内正昭・立川市スポーツ推進委員副会長による

言葉で終わりました。 

5感想 

今回のボッチャでなぜ昭島市がこんなに強いのかは、インドアペンタックというボッチャに似たスポーツをやら

れているからだと知りました。 

私たち立川市も知識を深めるのも大切ですが、やるからには勝てるように技術的にも磨いていかなければと思い

ました。 

そして、実技中の時間配分もかなり時間が余ってしまったことから、一試合の時間を把握してスムーズな運営を

するため、会議で練っていかなければと思いました。 

 

報告者：大野 仁士 

 

 

 

 

 

 

５ 平成29年度東京都スポーツ推進委員広域地区別 

（第８ブロック）実技研修会 
   

主 催：昭島市スポーツ推進委員会 

日 時：平成29年７月８日（土） 

参加者：国立市   ９名（男 ５名、女４名） 

    立川市  １８名（男１４名、女４名） 

    東大和市 １１名（男 ６名、女５名） 

    武蔵村山市 ５名（男 ４名、女１名） 

昭島市  １８名（男１２名、女６名） 

場 所：昭島市総合スポーツセンター 第一体育室 

内 容：インドアペタンク 

時 間：13：15～13：30 開会式、挨拶（昭島市スポーツ推進委員会会長、昭島市教育委員会生涯学習部部長） 

13：30～13：50 準備体操、競技説明、デモンストレーション 

13：50～15：40 練習試合（実技研修） 
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昭島市スポーツ推進委員によるデモンストレーション後、４コートに分かれ、試合形式で実技研修をおこな

った。各コートは３～４チーム（各市混合）とし、リーグ戦で対戦した。１試合は３ゲームを行い、３ゲーム

の合計点が多いほうを勝者とした。（本来は１３点先取であるが時間の都合上１試合は３ゲームとした） 

コートの広さや投げる球の質（ビニール製）はボッチャと違うが、競技方法はボッチャとほぼ同じである。

ビュット（的球）を最初に所定の場所内（遠い方のプレイゾーン）に投げ、それに近づけるように各チームが

ボールを投げる。投球位置は６か所あるが、その中から１か所を決めて、全員がそこから投球する。１ゲーム

が終わったら、反対側から投球する。 

 

プレイゾーン センターゾーン プレイゾーン 

 

 

コートの大きさは幅３ｍ、長さ１３ｍのゴムマットであり、使いやすくなっている。ちなみにゴムマットは

15万円程度であり、ボールと収納箱は２万円程度である。 

 ボッチャを体験していたので、試合はスムーズに行うことができた。簡単なスポーツであるが、勝てばう

れしいし、負ければ悔しいので、みんな真剣に取り組んでいた。時折、大きな歓声があがって、なごやかに楽

しく「インドアペタンク」を体験できた。 

短時間で「インドアペタンク」の実技研修ができたことは、昭島市スポーツ推進委員会の皆様と行政の方の

周到な準備とスムーズな進行によるもので我々も参考としたい。 

 

報 告 者：平田 健治 

 

６ 平成29年度東京都スポーツ推進委員広域地区別 

（第８ブロック）研修会 
   

主 催：東京都、国立市教育委員会、国立市スポーツ推進委員会 

主 管：国立市スポーツ推進委員会 

日 時：平成29年９月16日（日） 

立川市参加者：18人 

テーマ：生涯スポーツを続けるための新しい身体の使い方 

サブテーマ：東洋的心身論の視点からのアプローチ 

講  師：長谷川 智 氏 

一橋・桐朋学園・山梨学院iCLA非常勤講師 

羽黒派古修験道先達（二十度位） 

パワーハウス所属「骨ナビ」シニアディレクター 

講義内容：30年以上にわたり、ヨーガや瞑想・滝行等、古武術を東洋的修行法を実践的に研究、指導を基に理論的・化

学に実証された知識とテクニックと経験に裏打された日本古来の知恵と身体操作を踏まえた独自の手法で健

康・運動性機能向上を指導し、東洋的身体運動法の基盤となるホネナビ体操を開発し、各大学にて実践し成果

を上げている。 

実践内容：ホネナビ体操（項目１～17あり）各項目の合計が180秒（3分）で実技を行いました。その他、全ての動き

を大前提に体を動かす時に痛いところを治療するのではなく、反対側を治療すると、痛みが軽減されて動ける

ようになる。 

また、しゃがみ立ち・後屈・全身伸びや腕が上がらない等、楽にする方法を実践にて証明した。 

感  想：日本古来の古武術等や東洋的身体運動および修行法は現代科学で証明されているものがほとんどで、後は精

神論で、日本古来の知恵・東洋の知恵・現代診療の知恵・精神論の知恵等の良い所をとったものだと思いま

した。 

 

報 告 者：永見  訓 
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